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長 大 と 感 染 症 と の た た か い
　このコラムでは、長崎大学が感染症とたたかっ
てきた歴史や現在の取り組みを分かりやすく紹介
します。
　長崎と感染症とのかかわりは江戸時代にさかの
ぼります。その時代、長崎は日本で唯一世界に開
かれた窓であったことから、コレラや天然痘、重
症の風邪など、日本にはもともとなかった外国か
らの感染症は、まず長崎で流行が始まり、日本中
に拡がりました。一方で、これら感染症を予防した
り治療したりするための西洋医学の最新技術も長
崎から日本中に普及しました。
　長崎大学の創基は、1857年（安政4年）11月
12日に設置された医学伝習所です。ここでオラ
ンダの軍医、ポンペ・ファン・メールデルフォールト
により、幕府医官の松本良順をはじめとする12名
に対して、オランダ語による医学講義が始まりま
した。1861年には、長崎港を見下ろす小島の丘に
124床を持つ養生所が開設され、国内初の近代的
な医学教育病院になりました。これが長崎大学病
院の起源です。
　1942年には東亜風土病研究所を設置、本格的
に感染症に関する研究を開始し、風土病とのたた
かいが始まりました。そして、行政と連携した医学
者たちの献身的努力によって1960年代までには、
長崎県をはじめ、日本中の寄生虫病はほぼ制圧さ
れました。 
　このように、長崎大学では創基以来、感染症と
のたたかいを続けてきました。現在は、病院の各
診療科で感染症を診療し、市民の皆さ の病気の
治療と健康の維持に貢献しています。感染症を診
療している診療科には、熱研内科（輸入感染症の
治療、HIV診療、旅行（渡航）外来など）、呼吸器
内科（肺炎、気管支炎、臓器移植や骨髄移植後の
感染症など）、小児科（神経、呼吸器、循環器、消
化器などすべての臓器）、皮膚科（表在性真菌症、
細菌感染症、ウイルス感染症など）、泌尿器科（尿
路感染症、性感染症など）などがあります。
　また、感染制御教育センターも設置されてお
1861年にポンペが創立した養生所。
貧しい人々を無料で診療し、侍や町
人、日本人や外国人の区別を一切しな
かったといいます。
長崎市立佐古小学校（長崎市西小島１丁目）の
工事中に発掘された養生所の遺構。
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新興・再興感染症とはどんな病気？
　新しい病原体による感染症を「新興感染症」
といいます。HIV感染症や腸管出血性大腸菌
感染症、海外ではエボラウイルス病、SARS
（重症急性呼吸器症候群）などがそうです。
　新興感染症がすべて命にかかわるわけでは
ありませんが、SARSのように、最初は原因や
感染経路がわからず、あっという間に広がって
しまう危険性があります。ワクチンや治療薬
ができるまでには長い時間がかかるので、予
防や治療が難しい病気といえます。
　一方、予防接種や抗微生物薬などによって、
患者がほとんどいなくなっていたのに、病原体
や環境の変化のために、再び流行しはじめた
のが「再興感染症」です。
　再興感染症は、病原体が“進化”して、治療
薬が効かなくなることがあります。その代表
が結核です。年々減少していた結核は、1997
年ごろから再び増えており、なかでも多剤耐
性結核と呼ばれるタイプは、従来の結核治療
薬の効き目がまったくありません。「薬がある
から大丈夫」と思っていても、それが効かない
のが、再興感染症の怖いところです。
　このコラムでは、最近になって見つかった新しい感染症（新興感染症）と昔からあったけ
れど最近になって再び流行が始まった感染症（再興感染症）について、解説します。
新興・再興感染症
●  結核
●  デング熱
●  コレラ
●  マラリア
●  狂犬病
　　　　など
●  HIV感染症
●  エボラウイルス病
●  腸管出血性大腸菌感染症
●  鳥インフルエンザ
●  日本紅斑熱
●  SARS
 （重症急性呼吸器症候群）など
新興感染症 再興感染症
創刊号からの掲載予定
2015年12月号（創刊号）：
ノーベル賞受賞者・大村智先生と 
フィラリア
2016年1月号：エボラウイルス病
2016年2月号：結核
2016年3月号：HIV感染症
2016年4月号：マラリア
創刊号からの掲載予定
2015年12月号（創刊号）：熱帯医学研究所の歴史
2016年1月号：長崎大学病院呼吸器内科
2016年2月号：熱帯医学研究所病害動物学分野
2016年3月号：長崎大学病院感染制御教育センター
2016年4月号：熱帯医学研究所小児感染症学分野
り、院内感染の防止はもとより、地域全体の感染
症についても情報を集め、対策を立てています。
こうした地道な活動は、長崎県全体における感染
症のまん延防止に重要です。
　さらに、1967年に風土病研究所から改称した
熱帯医学研究所では、ケニアとベトナムの海外教
育研究拠点でのマラリア、住血吸虫症、トリパノ
ソーマ症、コレラ、デング熱、黄熱、小児の呼吸器
感染症や下痢症などについて、現地の研究者らと
協力して幅広い研究を展開してきました。それら
の研究は、国内外で成果をあげ、多数の命を救っ
てきました。
　このコラムでは、これらの感染症に対する長崎
大学の取り組みを紹介していきます。
